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留学生センターの看板をかける西島総長と初代センター長の佐野学生部長
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く大学の動き〉

創立記念式典の挙行

6月18日（月）本学創立93周年記念式典が，名

誉教授，部局長ら関係者多数の出席ーを得て，本学

総合体育館において挙行された。

式典は午前ilO時に始まり，総長式辞，永年勤続

者の表彰，永年勤続者代表の答併があり，木学の

発展を祈念して，熊谷直一名誉教授の発戸により

万歳三唱が行われ，午11fil1時30分終了した。

木年の30年勤続者は95名， 20年勤続者は273名，

計368名である（被表彰者氏名は6月22日の学報

第4355号に掲載されている）。

総長は式辞の中で，これら永年勤続者の労をね

ぎらうとともに，現在論議されている大学改革に

類似する大正中期～末期に行われた大学改革につ

いて，多くの史実を示しつつ論じ，また同時期に

総合大学としての本学の基礎が固められたこと

から，その当H在の本学の概況と創立25周年記念式

典，楽友会館 ・本部時計台の建設についても言及

し，更に将来に向かつて，社会の大きな流れ，世

界の激しい!fj}Jきの中で，学問の府としての確かな

歩みを進めたい旨の決芯を述べた。

引き統き11時45分から京大会館2階会議室で名

誉教授懇談会が，また正午から同会館1階講演室

及びラウンジで永年勤続者祝賀会がそれぞれ開催

された。

基礎物理学研究所の改組

平成2年度国家予算の成立により， 6凡8日付

けをもって，広島大学理論物理学研究所の廃止，

その 4研究部門の基礎物理学研究所への移管が行

われて，両研究所の合併が実現した。

理論物理学研究所は，昭和19年，当時の広島文

理科大学の附置研究所として創設された。 H百和20

年原爆により破壊されたが，戦後再建され，昭和

24if三新制の広島大学の設置に伴い，その附置研究

所となった。創設以来46年間，一般相対性理論，

宇宙論を中心とする理論物迎学の研究を行ってき

た。

基礎物理学研究所は，故湯川秀樹憾士のノーベ

ル物理学賞受立（昭和24年）を契機に，昭和28

年，わが国初の全国共同利用研究所として本学に

附置された。以来，素粒子論を中心とする理論物

理学の共同利用研究所として活動し，今日に至っ

ている。

l崎研究所が理論物理学の研究という共通のH的

をもつことから，基礎物理学研究所の創設以来，

両研究所の関係が合併を含めて論議されてきた。

最近になって両研究所において合併問題の検討が

急速に進み，理論物理学の発展のために合併すべ

きであるとの結論に達した。これに基づき，広島

大学の了解のもとに，昨年本学から合併の概算要

求が出され，今回の実現に至ったものである。

合併により新研究所は，素粒子論，原子核理

論，一般相対性理論，宇宙論，物性理論，統計力

学~＼＇，広く理論物理学の諸分野にわたり固有部門

9，外国人客員部門lをもつこととなり，一段と

強化された体制のもとに，今後も全国共同利用研

究所として活動を続けることになった。

最近，理論物理学においては，素粒子の間に働

く力と一般相対性JlJ!.論が対象とする重力とをひと

つの統ーした立場からとらえることが重要な課題

となっている。また，そのような考え方の基礎に

は，物性論における相転移の概念がある。このよ

うに，理論物理学の!fJfJ向は個々の専門分野への細

分化ではなく，総合化の方向にある。両研究所の

合併は，まことに時宜をえたものといわねばなら

ない。
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新研究所は，当分の間，北部構内の従来の建物

（通称：基研北白JI!）と宇治構内の旧工業教員養

成所の建物（通称：基研宇治）を使用する。旧理

論物理学研究所所員は宇治で研究を行うこととな

り，］理論物理学研究所の宇治への移転は6月末終

了した。共同利用にかかわる業務は主として従来

どおり北白川で行う。全所員が一つ屋根のもとで

研究できる建物をもつことが，新研究所の当面の

重要課題である。

研究所名は，共同利用研究所として長くなじま

れている基礎物理学研究所をそのまま用いるが，

英語名は，湯川博士に因み，また理論物理学研究

所の英語名を考慮して， YukawaInstitute for 

Theoretical Physicsに改めた。

（基礎物理学研究所）

・・・．．・・．・・．・・．・’・．．・4・．．－．．・－．．・・．．・．．．－．．・・．．－－．．・・．・・．．・・...・・

生体医療工学研究センターの設置

健康の維持は生きることの基本である。それに

必要な医療は，今日，工学的技術をぬきにしては

考えられなL、。磁気共鳴画像診断（MRI）のよ

うな診断技術はいうまでもなく，心臓内科におけ

る経皮的冠動脈形成術 （PTCf¥）においても高

度な工学技術が応用されている。再建外科におい

て臓緑移植と並んでその向輸を形成する人工臓器

は，まさに工学の粋を結集したものである。この

人工臓探の中心部材が高分子材料であり，その高

分子材料を利用した外科的治療が本学において早

くも1950年代に臨床応用されたこ ともあって，医

用高分子研究センターが10年前の1980年4月に設

置された。

その結果，各自が別々に取り組んでいたのでは

長期間を要したような研究成果が次々に生みださ

れていった。例えば，サブミクロン微粒子フィ

ラーを用いた複合レジン歯科充填材，純チタン製

1特科補綴物の鋳造，京大式陰圧式人工

や義歯床の設計，などのソフト分野においても業

航をあげることができた。

しかし，医用日分子研究センターの研究部門

は，高分子系2，歯科系l，外科系2と限られて

おり，まだまだ問題の多い人工臓然や医用材料を

改良するとともに，新しい本格的な人工組織，人

工器宵， リハビリ用装具などを開発するには不十

分であった。ところが，医用高分子研究センター

はJO年時限であったため，それを契機としてより

目的に合致した新組織を創出することとなった。

その結果， 10年ll;'f限として新たに木年6月8日に

発足したのが，この生体医療工学研究センター

（略称 ．生医工研，英語名 ResearchCenter for 

Biomedical Engineering）である。

新研究センターは，図1に示すように， 3大部

門からなり，それぞれ，いくつかの領域を含んで

いる。全体では， 8固定領域と 2客員領域から構

成され，教官総数は16名で，決して多くなL、。し

かし，木学にはこの研究分野に関心の深い研究者

が多いため，学内の協同研究の活用によって教官

数の不十分さをカバーできると思われる。この研

究センターは学内共同利用施設であり，生体医療

工学研究の本学における中心となるのがその重要

な使命である。ただ一つ支障をきたすおそれがあ

るのは，動物実験設備の不足である。例えば，現

在，約100頭のイヌを実験用に飼育しているが，

研究七ンター内だけでも，到底，需要に応じきれ

なし、状況である。

新しい生休医療工学研究センターがn折す研究
目標はおよそ次の通りである。

まず，旧研究センタ一時代の反省、から，生体そ

のものを工学的に眺め直すこ とを一つの大きな研

究の牲とする。その理由は，生休医療工学の目的

が工学的手法を用いて生体の治療を行うことにあ

るからである。すでに工学という用語は遺伝子工

H子吸探，液一液型人工/J市，高結節保持 生体工学研究部門 ~ 

4・ーーー
生体材料学研究部門

性吸収性縫合糸，電気制御離脱型パル 生体力学問生川榊附 生体初軒IU十学領崎重 再建外斜材料学傾＂＇

ーンカテーテルなどが開発され，それ

らはすでに臨床応用されている。ま

た，このように自に見える医用高分子

材料のみでなく，関節軟骨の潤滑機構，

コンピュータ制御によるインプラント

Ii・生体工学領調査〈外園人客員〉 生体紛糾納性学領＂＇ （審員｝

II 
人工臓器学研究認門

代!Ill義人工踊揖学繍峨 生理系人工 •11 掌繍緩

運動銀系人x• 曽学領 Ill Ill mシステム工学領．

図1 生体医療工学研究センターの研究組織
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学，染色体工学，タンパク工学，細胞工学などに

mいられている。その場合の工学は，単に人為的
に手を加えるといった立味しかもたないが，われ

われの工学は，本来の理工学あるいは工学部の工

学である。この工学の医療への応用といってもそ

の施聞はきわめて広く，一つの研究センターです

べてを網羅できるものではなし、。しかし，画像診

断，医療情報，医用電子などはすでにそれぞれ学

問領域として体系化されているため，新分野の開

拓を円指す研究センターではそれらを研究対象に

含める必要はなし、。

そこでわれわれの目標とするのは，診断はつい

たが治療法がない，ということのないよう，新し

い治療法を確立することである。一般的な治療法

は栄養療法や薬物療法であるが，がんや外傷など

によって生体器官が欠損してしまったり，老齢化

によって生体機能が低下すると，それらはもはや

薬物では治療しにくし、。白，歯，足！侠などが歳と

ともに機能低下し，人工材料に頼らざるを得ない

のは周知の通りである。生体は，きわめて精巧な

精密機械，途方もないコンピュータ，膨大な化学

工場とよく言ーわれる。これらで欠陥部品の補修が

必要なように，生体の修復にも人工材料の援助が

必要で、ある。図2にはどのような生体探官の代替

物が世界で研究されているかを示したが，これら

の中で高い信煩性でもってすでに臨床応用されて

人工繍‘書偽ca.罵.，》
人ヱaia.aa
人工頓

人エ食道

人ヱ’R

人工a・
人工胸鑓

人工乳房

人工向分a・.
人ヱ野鼠，人ヱ組．

人工腎腿

人工尿． ， 
" 

図2

人工・量骨，人Iii・

コンタクトレンズ，人工角．－
岨向レンズ．人工鶴子体

人工E刷、，t.人エ餓.

人工咽姻．人I－・・

人ヱ”

人工血滋

人I（）圃，人工弁．人工心..
ペースメーカー

人工観掴圃

人z•a

人工・量

人II・・

人工島腿

人工筋肉【修約書店｝

t人zaa，人ヱ・丸｝

人工．，，

人工器官

広 報

いるのは，まだ数例しかなし、。図 1の組織図には

人工臓探学研究部門というのがあるが，それは決

して従来の狭い人工臓擦のみを研究するのではな

い。適当な用語が見つからなかっただけのことで

あり，図2及びそれ以上の広い生体機能代替と治

療補助を研究対象とする。したがって，薬物の副

作用を抑え，その有効性を最大限に利用できるよ

うな薬物送達システムの開発も本研究センターの

一つの目標である。

このようにきわめて広範囲の医療工学分野から

研究領域をおもに生体材料にしぼっても，取り組

まなければならない基礎的研究課題は山積してい

る。し、かに応用研究といえども，それを支える基

礎研究が不可欠である。理学，薬学，農学などの

知識も大いに必要であり ，木学が一大総合大学で

あるからこそ，合目的的な学際的研究を推進する

ことができるのである。しかし，真の医療工学研

究を展開するには， 他部局との協同研究，さらに

はより大きな研究組織の設置を待たなければなら

ないが，この生体医療工学研究センターは，本学

におけるそのための核，学際的研究組織の一つの

モデル，及び世界を先導するセンターとして，い

よいよその一歩を踏み出したので‘ある。

終わりに一つだけつけ加えさせていただく。よ

く10年時限に対する同情をうけるが，理学的な純

粋の基礎学聞は別にして，このような応用研究領

域のすべては，ある期間後にその存在理由をきび

しく審議することこそ必要ではなかろうか。

（生体医療工学研究センター）

、．． ・・.........・．・....・...～......・、......~ .............. ~.・．・’h・－．

留学生センターの設置

留学生センターは，平成2年6月8日に学内共

同教育研究施設として開設された。

木センターは，教授 2人，助教授 l人からな

り，当面，主として外国人留学生に1りする日本

語，日木文化 ・日本事情の教育と修学 ・生活上の

指導助言業務を行う。

本センターの事務は，当分の間学生部に新しく

設置された留学生課が行う。

なお，初代センター長に佐野哲郎学生部長が就

任した。
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部局長の交替等

生体医療工学研究センター長

生体医療工学研究センターの新設に伴い，同セ

ンター長に筏義人教授（同センタ 一生体材料学

研究部門）が6月8日任命された。 任期は平成4

年6月7日までである。

留学生センター長

留学生センターの新設に伴い，同センター長に

佐野哲郎教養部教授（英語担当）が6月8日任命

された。任期は平成4年 6月7日までである。

医療技術短期大学部部長の交替等

賢明寺央医療技術短期大学部教授（看護学科）

が7月1日医療技術短期大学部部長に再任され

た。任期は平成4年6月30日までである。
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く紹介〉

化学研究所附属

原子核科学研究施設

五月には美しいつつじの花があふれる蹴上の交

文点の一隅に由緒ありげな赤レンガの建物が見え

る。これこそ疏水を利用した明治時代の旧水力発

電所の建物であり，戦後京都大学が京都市から借

用（敷地は関西電力から借用）して化学研究所で

開発したサイクロトロンを設置し， 30年あまりに

わたってわが国の代表的加速器実験施設として使

ってきた建物である。時は移り，この施設は加速

器科学の著しい進歩に対応すベく，原子核反応研

究部門との統合をはかつて組織を強化するととも

に，老朽化したサイクロトロンに代り ，新しく開

発した技術を使って小型のイオン線形加速器を宇

治地区に建設することとなった。

平成元年春，このイオン線形加速器を設置した

実験棟が新しく組織強化された化学研究所附属原

子核科学研究施設の実験棟として竣工披露され，

加速務科学の先端的研究が開始された。一方この

イオン線形加速器実験様

たび蹴上の建物内の清掃も完了し，本年3月末日

をもって無事京都市及び関西電力に建物と敷地を

それぞれ返還することができた。今は思い出の場

所となった蹴上の建物の正面玄関に掲げてあっ

て，往時には疏水開発の技術者が，そして戦後は

わが国を代表する原子核研究の先輩達がそれを仰
りょうてんζう

ぎ見て仕事にはげんだ「亮天功」の石額勺土，記

念として陶板に縮小模写されて宇治の新実験棟の

前庭に置かれた。

加速器，特に素粒子研究用のものは一国で建設

する規模を超えつつあるほど大型化する一方，中

・小型のものががん治療や半導体製造といった広

い分野に利用されるよ うになってきた。本施設の

研究者も少数核子系の相互作用の研究，不安定核

の特性の研究，核反応による核の励起状態の研究

といった原子核の基礎的な研究については全国共

同利用の研究機関へ出かけて行う一方，新実験棟

内では，学際研究のためイオン線形加速器に整備

改良を加えつつ，加速器に関する萌芽的基礎研究

を行い，さらに本学で計画中の中間子を発生させ

る加速器の設計研究も進めている。

新設されたイオン線形加速器は陽子を 7MeV

まで加速する。そのうち前段では高周波四重極

(RFQ）型という新方式のビーム加速集東方式

によって 2MeVまで加速し，後段は従来から

知られているアルパレ型の加速方式であるが，こ

こにもピーム集束に従来の電磁石の代りに永久磁

石を利用している点に特徴がある。いずれの加速

管も 433MHzという従来の陽子加速器にくら

べ約2倍の高い周披数の高周波を利用して運転す

るようにしており ，全体が非常に小型化できた。

これらの研究開発のなかから， さらに新しい交番

位相集束加速方式の理論的研究や，重イ オン加速

qυ Fhu 
nHν 
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に適した構造の RFQ型の基礎研究が生まれてお

り，これらは民間との共同で・実用化のための試作

研究へと発展しつつある。さらに 7MeVの加速

器を入射器として用い，250MeVの陽子医療専

用の小型シンクロトロンを開発する研究を進める

ことが，本学医学関係者から強く期待されている。

また全学的あるいは全国的な将来構想として，パ

ルス中性子源用やパイ中間子科学用の加速器の必

要性がたかまっており ，その技術開発にむけての

研究も全国的研究交流をはかって進めている。

蹴上からの撤収と，宇治で‘の新設にあたって示

された各方面のご協力に感謝の意を表したし、。さ

らに，加速器

科学はますま

す多くの学問

分野と関係す

ると思われる

ので，今後と

もより多くの

ご理解とご支

援を賜りた

し、。

＊これは，「古
しゅん

経」にある舜・
の言葉で「舜
てん乙う あき

日く天功をお
らかにせよ，
欽めや，唯れ
時れ。」
「舜日，亮天
功。欽哉。唯
時」によるも
のです。

（化学研究所）

イオン線形加速器本体重

（一一一）奥にRF Q型加速管部が見える。中l
央に立っているのは導波管で隣室の i
pライストロン室よ り高周波電力をl
加速管へ導入する。 I 

（左） RFQ加速器管内部 ：四ツ葉のク ローパー型
の電極の中心部をピームが通る。

（右）アルパレ型加速管内部：並んだ電極の中心の
穴をビームが通る。電極の中には集束周永久
磁石が組込んである。

保健コーナー

異文化体験とメンタルヘルス

カルチャーショックという言論5は日常語化し，
様々な場面で気軽に用いられている。確かに便利

な言葉ではある。しかし， 「異文化との遭遇時に

おける出合い頭の驚き」というこの言葉のイメー

ジは，例えば日本における外国人留学生のメンタ

ルヘルスといった課題を前にした時には，むしろ

いささか邪魔になる。ショックという言葉が，初

期の驚樗という側面を強調し過ぎるからである。

異文化適応過程，つまり外国生活への適応過程

における「不適応感」は，渡航後2' 3ヶ月にそ

のピークがあり，その後数カ月で次第に解消され

るとし、う報告がある。これは，多くの人が経験的

にも納得のし、く数字だろう。しかし，外国人留学

生において，精神科の門を叩くような問題が事例

化する時期は，この「不適応感」のピークの時期

とは必ずしも一致しなL、。精神科を訪れるのは，

むしろ6ヶ月以降が圧倒的に多く，年余を経てか

らというケースが半数以上を占めるからである。

渡航初期に感じる 「不適応感」は，必ずしも精神

科疾患の発症とは結びつかないと言ってし、L、だろ

う。一方，逆に，帰国を前にした 1年聞は，精神

科を訪れるケースが増えるはっきりとしたひとつ

のピークとなっている。特に，抑うつ状態でこの

時期我々を訪れる症例は少なくなし、。こうしてみ

ると留学生のメンタルヘルスを考える際には，短

期適応という視点、よりも，むしろ長期適応，帰国

適応という視点が是非とも必要ということにな

る。

初期不適応、感が精神科疾患発症に必ずしも結び

つかないという点については，常識的にも幾つか

の理由が考えられよう。例えば，初期における不

適応は言わば公認されたものであって，本人もそ

れを不安に思いながら半ば期待しているという面

すらあること ，あるいは，当面すべきことが山都

みしているこの時期は，なすべきことがはっきり

している状況ではむしろ発症が少ないという精神

疾患の一般的特性からして，それ程危険ではない

だろうといったことである。

しかし，この点について，逆説的な見方をさら
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に進めるならば，次のような指摘もできるかもし

れなし、。それは，精神病状態を皇するある穏の疾

患にとっては，母国を隣れ，生まれ育った文化か

ら距離を取ること，そして身を置く集団の文化に

対して呉邦人であることが，発症回避的，あるい

は主存例化回避的に働くことさえあるという点であ

る。こうしたことが言えるのは，この疾患に陥る

人々の病前の性格特徴に，自らが属する集団の文

化に対し距離を置こうとする傾向を認めることが

できるからである。そうした病前性格を持った人

々にとっては，文化から隊反していることは，文

イヒへ巻き込まれていることよりもある意味でむし

ろ居心地がいい。彼等は，この時期を不適応感を

感じることなく，母国にいた時よりもある種の解

放感の中で過ごす。そして問題が起きるのはむし

ろ，属する集団の中で何等かの役割を持つように

なってからというこ とになる。

帰国直前の I年に，精神科を訪れるケースが多

いとL、う事実は，ちょうど，宇宙開発上，宇宙空

間に出ることよりもそこからの帰還の方が難しい

という話とよく似ている。この時期多く訴えられ

るのは，母国の制度の中で，留学を終えた自分を

いかに位置づけるかとし、う問題や，達成目標とし

てきたことと実際の成果とのずれの意識などであ

る。そして，これらの訴えと共に，日本の研究制

度や指導体制に対する不満や攻撃がi援を切ったよ

うに表れるのもこの時期であることが多L、。

留学生のメンタルヘルスを考える際にどうして

も必要となるこの長期適応，帰国適応という視点

は，異文化体験を，一生という点から見たその人

の人生にし、かに組み込むかとし、う問題に我々を導

いていると言ってし、L、だろう。異文化体験のこと

が言われる時，言葉の違い，生活習慣の違いにシ

ョックを受けるという意味での初期の適応のこと

は容易に頭に浮かぶ。そして，その点で困ってい

る人々を前にすれば，それに対する援助は誰にと

ってもそれ程難しいことではなし、。しかし， その

異文化体験を，人生の中の一時期としていかに位

置づけるかという点となると援助は決して容易で

はなL、。それぞれの国々の国状や，それぞれの人

々の背景ーなどに対するきめの細かな配慮が必要と

なるだろう。情報と経験の蓄積に努めなければな

らない。 （保健診療所鈴木国文）

rnJ.[J 

吉田耕作名誉教授

本学名誉教授吉田耕作先生は， 6月20日逝去

された。享年82。

先生は，昭和6年東京帝国大学理学部を卒業

後，大阪帝国大学理学部助手，助教授，名古屋帝

国大学理学部教授，大阪大学理学部教授，東京大

学理学部教授を歴任，昭和44年東京大学で停年

（東京大学名誉教授）を迎えられた後，京都大学

理学部教授に就任，昭和47年停年により退官さ

れ，京都大学名誉教授の称号を授与された。この

間，昭和44年4月から昭和47年3月まで数理解析

研究所長に併任され，大学の管理運営に貢献され

た。

本学退官後は，学習院大学理学部教授の職に就

かれ，昭和54年停年を迎えられた。また，昭和46

年12月からは日本学士院会員となられた。その

他，ベルギー，米国，ソ連の学土院の外国人会員

にも推挙されている。

先生の専門は函数解析で，数多くの優れた研究

業績を残されている。中でも線型作用素の半群に

関する研究は世界的に著名である。主な著書に

は， 『FunctionalAnalysis』， 『積分方程式論』

等がある。

これら一連の研究活動，学術上の貢献に対し，

昭和52年日本学士院賞恩賜賞を受賞，昭和54年に

は勲二等旭日重光章を授与された。また昭和53年

にはフランス国パルム ・アカデミック ・オフィシ

ェ章を贈られている。

ここに謹んで哀悼の窓を表します。

（理学部）

も‘・．・・・．．・・，．・・．．・．－・...・・．．・・．．・・、．・・ー－・・．．・・．．・．・‘・，・・..・－．．・・．

学生将棋名人戦で優勝

平成2年6月5日（火） ' 6日（水）の両日に

東京・千駄ヶ谷の将棋会館で行われた第46回学生

将棋名人戦で，本学将棋部の宗内 巌君（医学部

3回生）が優勝した。

（学生部）
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了一一一一一。一…一。苧 o 。一
白馬山の家の夏季開設 0 

~ 木学の学生及び教職員の厚生施設として 例年夏季及び冬季に開設されてし る白馬峨を 今 i
；郡下記一…。 ！ 
このillの家は，中部山岳国立公閑白馬ILl麓の栂池高原にあり， u~t：大な北アルプスの峰々に閉ま

g れ，登山及び避暑などに最適です。 x I なお跡 l叩叩上2階地下l附間取りは 1［…兼談話室 2伽 j
寝室（ベッドで42名収容） ' j也｜併が浴室，乾燥室等からなっています。

記 ！
~ 1 名称京即日長明 ちぐに ！ 
~ 2 .所在地 長野県北安曇郡小谷村大字千国字柳久保乙86 9の2 A 

g （交通機関）i J R*!A*Jll「白一」下車松本脚ス「親の原」下車問20分 ； 

3.開設期間 7月10日 （火）～8月20日（月） ~ 

~ 4 所要経費 1人l泊使用料80円，ほかぱ費等実費程度 ~ 
g 5 申込み及び利用に関する詳細は 開会事務室（西部構附体育館内 電話学内 2574) ~ 

~ に照会してください。

白浜海；ム利用 ー I 
~ 本学の叫び加の由設として叫の殿下記…齢開設一丸 ！ 
8 この問は三段壁をは附畳敷町山光明間紀昨あり海に近く夏は j
~ 海水浴に最適のところです。
0 また，海の家のある理学部附属瀬戸臨海実験所構内には，500種以上の海の生物を集めた水族館 l
jがあり有料叩されてし机 ~ 
記。i 1名称一白… 8 

~ 2 所在地 一時郡白浜町 ； 
。 京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所構内

。（交通機関）
~ JR紀勢欄「白浜駅」下車，明光パス「ル川首11」行に乗車終点で「臨海」行パス j
g 叩換えて 「鵬」下車 ！ 
~ 3 問問問設
備 4.室数和室3室

0 5 .収容人員 35名
~ 6 所要経費 1人1泊使用料50円山食費等実費程度 ； 
§ 7 .申込み及び利用に関する詳細は，体育会事務室（西部構内総合体育館内，屯話学内 2574) ~ 

~ に胎山ださし o

（学生部） ！ 
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